
　
大
森
南
図
書
館
で
は
、
地
域
の
歴
史
を
次
の
世

代
に
語
り
つ
な
げ
て
残
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
協

力
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
本
に
は
載
って

い
な
い
よ
う
な
事
柄
や
そ
の
頃
の
時
代
背
景
な
ど
、

ご
自
身
が
体
験
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
ぜ
ひ
教
え
て
く

だ
さ
い
。
貴
重
な
地
域
資
料
と
し
て
、
地
域
の
皆

さ
ま
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

(１) 令和 5年 4月発行

（令和 5年 3月 1日現在）

手をつなぐ 5自治会
● 大森東自治会
          （平林  敏夫   会長）
● 大森東四丁目自治会
          （伊藤  音嗣   会長）
● 川端自治会
          （平林  盛久   会長）
● 大森南自治会
          （平林  茂  　 会長）
● 森ヶ崎自治会
          （野口 多加志 会長）
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令和 5年 4月発行 第 129 号（4）

大森東地区管内人口

男 10,148人

9,177人

19,325人

10,526世帯

女

世帯数

計

人 

口

地
域
の
行
事

大
森
第
一
中
学
校
　
七
十
一
名

大
森
東
中
学
校
　
　
百
十
九
名

大
森
第
四
小
学
校
　
九
十
二
名

中
富
小
学
校
　
　
　
三
十
一
名

こ
れ
か
ら
新
た
な一歩
を
踏
み
出
す
み
な
さ
ん
の

ご
活
躍
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

【
二
〇
二
二
年
度

  

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰

  

民
生
委
員･

児
童
委
員
功
労
者
表
彰

  （
民
生
委
員
児
童
委
員
歴
二
十
年
以
上
）】

　
板
橋
　
晴
美
（
大
森
南
自
治
会
）

【
東
京
都
民
生
委
員･

児
童
委
員
大
会
に
お
け
る
表
彰
】

◆
東
京
都
知
事
規
則
表
彰
（
在
職
二
十
年
以
上
）

　
板
橋
　
晴
美
（
大
森
南
自
治
会
）

　
綱
島
　
明
子
（
大
森
東
自
治
会
）

◆
東
京
都
知
事
特
別
功
労
者
賞
（
在
職
十
七
年
以
上
）

　
比
戸
　
二
郎
（
大
森
南
自
治
会
）

【
大
田
区
区
政
功
労
者
表
彰
】

　
松
本
　
弘
子
（
大
森
東
自
治
会
）

【
市
民
消
火
隊
　
十
年
】

　
伊
藤
　
敏
男
（
大
森
東
四
丁
目
自
治
会
）

　
伊
藤
　
勉
　  （
大
森
東
四
丁
目
自
治
会
）

　
須
山
　
芳
明
（
大
森
東
四
丁
目
自
治
会
）

　
鳴
島
　
繁
藏
（
大
森
東
四
丁
目
自
治
会
）

　
盛
満
　
和
則
（
大
森
東
四
丁
目
自
治
会
）

　
伊
藤
　
音
嗣
（
大
森
東
四
丁
目
自
治
会
）

【
市
民
消
火
隊
　
二
十
年
】

　
平
林
　
金
好
（
川
端
自
治
会
）

　
茨
田
　
一
枝
（
大
森
南
自
治
会
）

  

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
民
生
委
員
制
度

は
、
一
九
一
七
年
に

始
ま
っ
た
岡
山
県
の

「
済
世
顧
問
制
度
」

に
起
源
を
持
ち
、
一

九
二
八
年
に
全
国
に
普
及
し
、
一
九
四

六
年
に
「
民
生
委
員
」
と
改
称
さ
れ
ま

し
た
。

　
一
人
暮
ら
し
世
帯
の
安
否
確
認
や
、

子
育
て
の
悩
み
や
認
知
症
の
親
族
の
相

談
な
ど
を
受
け
、
行
政
や
そ
の
他
の
専

門
機
関
へ
つ
な
ぐ
な
ど
、
業
務
内
容
は

多
岐
に
わ
た
る
民
生
委
員
で
す
。
基
本

的
に
は
無
給
で
、
交
通
費
や
電
話
代
な

ど
は
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
ほ
ぼ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
地
域
の
奉
仕
者
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
は
自
治
会
や
市
区
町
村
の
長

か
ら
推
薦
さ
れ
た
人
が
、
推
薦
委
員
会
な

ど
の
審
査
を
通
っ
て
任
命
さ
れ
ま
す
。
地

域
に
住
民
票
が
あ
り
、
信
頼
の
厚
さ
な
ど

様
々
な
面
で
評
価
さ
れ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

　
現
在
、
全
国
の
市
区
町
村
に
約
二
十

三
万
人
の
民
生
委
員
が
厚
生
労
働
大
臣

の
委
嘱
（
任
期
三
年
、
再
任
あ
り
）
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
特
別
職

の
地
方
公
務
員
と
し
て
、
地
域
の
人
の

身
近
な
相
談
役
と
な
り
、
専
門
機
関
へ

の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
、
家
庭
訪
問
や
支

　
日
中
の
暖
か
に
春
の
兆
し
を
感
じ
る
こ
の

ご
ろ
で
す
。

　
今
回
は
地
元
の
町
工
場
で
、
大
田
区
優
工

場
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
「
ハ
ネ
ダ
株
式
会
社
」

さ
ん
の
ご
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
元
で
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
工
場
が

あ
る
事
は
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。

　
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
に
は
、
た
く
さ
ん
の
方
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
少
し
で
も
多
く

の
催
し
事
が
開
催
さ
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

編
集
後
記

事務局：大森東特別出張所（大森南４－9－1　TEL　03-3741-8801）
バックナンバーはこちら（https://www.city.ota.tokyo.jp/omori/ts_omorihigashi/jouhoushi/index.html）

我
が
家
の
ダ
ブ
ル
卒
業
・
受
験

             

　 

大
森
東
自
治
会
　
匿
名

　
ま
だ
ま
だ
幼
い
と
思
っ
て
い
た
子
供

も
、
気
づ
け
ば
中
学
三
年
生
と
高
校
三

年
生
に
。
三
歳
違
い
の
宿
命
と
し
て
、

す
べ
て
の
節
目
が
重
な
り
ま
す
。
入
学

式
・
卒
業
式
そ
し
て
ダ
ブ
ル
受
験
。
入

学
式
と
卒
業
式
に
関
し
て
は
幸
い
、
日

に
ち
が
重
な
る
事
は
な
く
バ
タ
バ
タ
と

感
動
的
な
行
事
が
続
き
ま
し
た
が
大
変

だ
と
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
　
し
か
し
、
受
験
と
な
る
と
そ
う
呑
気

で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
ん
な

学
校
が
あ
る
の
か
、
特
色
は
。
夏
休
み
に

い
つ
つ
の
わ

い
つ
つ
の
わ
通
信

援
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
直
近
の
三
年
間
は
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
、

月
に
一
度
の
定
例
会
や
家
庭
訪
問
も
制

限
さ
れ
る
中
、
リ
モ
ー
ト
会
議
の
研
修

を
受
け
、
訪
問
を
チ
ラ
シ
の
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
や
電
話
に
切
り
替
え
る
等
、
工
夫

し
な
が
ら
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
昨
年
十
二
月
、
全
国
の
民
生
委
員
児

童
委
員
が
一
斉
に
改
選
さ
れ
、
大
森
東

地
区
で
は
、
四
人
が
新
任
、
十
二
人
が

再
任
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
民
生
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
「
困
り
ご
と・悩
み
」
を
受
け
止
め
、

共
感
し
、
一
緒
に
な
っ
て
解
決
方
法
を

考
え
、
行
政
や
専
門
家
に
繋
げ
る
た
め

の
研
修
を
受
け
る
一
方
で
、
個
人
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
つ
い
て
は
厳
し
い
「
守

秘
義
務
」
が
課
さ
れ
て
い
ま
す
。
気
軽

に
声
を
か
け
て
頂
き
、
住
み
や
す
い
地

域
づ
く
り
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
幸

い
で
す
。

★
大
田
区
子
ど
も
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

　
平
和
島
会
場

四
月
三
十
日
（
日
）
午
前
十
時
〜
午
後
三
時

会
場:

平
和
島
公
園

★
貴
舩
神
社
例
大
祭

五
月
二
十
日
（
土
）・
二
十
一
日
（
日
）　

★
三
輪
厳
島
神
社（
弁
天
神
社
）例
祭

五
月
二
十
七
日
（
土
）・
二
十
八
日
（
日
）　

★
浦
守
稲
荷
神
社
例
大
祭

六
月
三
日
（
土
）・
四
日
（
日
）　
　

大
森
東
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
　

　
　
　
　
　
　       

会
長   

比
戸　
二
郎

民
生
委
員
児
童
委
員
の

一
斉
改
選
に
あ
た
っ
て

民
生
委
員
児
童
委
員
の

一
斉
改
選
に
あ
た
っ
て

海
苔
つ
け
体
験
、

コ
ロ
ナ
禍
で

数
年
ぶ
り
に
再
開
！

　
平
成
二
十
六
年
八
月
に
「
フ
レ
イ

ル
予
防
、
閉
じ
こ
も
り
予
防
」
を
活

動
目
標
に
挙
げ
、
発
足
し
ま
し
た
。

旧
な
と
り
洋
品
店
さ
ん
よ
り
地
域
の

皆
さ
ん
に
活
動
場
所
の
他
に
電
気
、

ガ
ス
、
水
道
代
等
々
無
償
に
て
提
供

し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
利
用
者
共
々
本
当
に
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　
活
動
内
容
は
、
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
お
話
、

小
筆
に
親
し
む
、
布
ぞ
う
り
、
楽
し

い
折
り
紙
、
健
康
体
操
と
音
読
、
ゲ
ー

ム
等
で
す
。

活
動
日
は
、
毎
週
火
曜
・
水
曜
日
の

十
三
時
三
十
分
か
ら
十
五
時
ま
で
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
の
講
師
は
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
先
生
方
で
す
。

先
生
方
に
は
多
大
な
ご
協
力
を
頂
き
、

今
年
八
月
で
九
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
参
加
者
の
多
く
が
高

齢
者
で
あ
る
た
め
数
年
間
活
動
を
休
止

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
再
開
を
望
む
多

く
の
声
を
受
け
、
令
和
四
年
四
月
か
ら

人
数
制
限
、
時
間
短
縮
を
し
て
、
検
温
、

マ
ス
ク
着
用
、
手
の
消
毒
、
換
気
を
行

い
再
開
し
ま
し
た
。
講
座
の
人
気
も
さ

ほ
の
ぼ
の
サ
ロ
ン

      
な
と
り
さ
ん
ち

ほ
の
ぼ
の
サ
ロ
ン

      
な
と
り
さ
ん
ち

地
域
活
動

る
こ
と
な
が
ら
、
講
師
の
先
生
方
の
身

近
な
話
題
や
人
生
経
験
、
そ
し
て
参
加

者
の
貴
重
な
体
験
談
に
耳
を
傾
け
、「
あ

る
あ
る
、
そ
う
そ
う
」
と
共
有
し
笑
い

声
も
多
々
お
こ
り
ま
す
。

　
参
加
者
に
笑
顔
で
楽
し
く
過
ご
し

て
頂
き
笑
顔
で
帰
っ
て
頂
く
と
い
う

事
を
意
識
し
て
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。
お
友
達
が
お
友
達

を
誘
い
、
参
加
者
が
増
え
て
お
り
ま

す
。
一
歩
外
に
出
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　
人
数
制
限
も
あ
り
ま
す
が
、
一
度

会
場
を
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
い

つ
で
も
歓
迎
で
す
。

（
大
森
南
自
治
会
　
田
中
　
和
惠
）

（
敬
称
略
）

【
大
森
南
図
書
館
】

い
っ
し
ょ
に
地
域
を

　
掘
り
起
こ
し
ま
せ
ん
か

こ
ん
な
方
を
募
集
し
て
い
ま
す

 

・
大
森
東
地
区
の
歴
史
に
つ
い
て
書
い
て
く
だ
さ
る
方

 

・
校
正
等
に
協
力
し
て
く
だ
さ
る
方

問
い
合
わ
せ
先

大
森
南
図
書
館 

TEL
０
３-

３
７
４
４-

８
４
１
１

卒
業
証
書

卒
業
証
書

　
一
月
下
旬
か

ら
二
月
上
旬
、

大
森
第
四
小
学

校
と
中
富
小
学

校
の
生
徒
さ
ん

が
、
海
苔
つ
け

を
体
験
し
ま
し

た
。
か
つ
て
こ

の
地
で
海
苔
漁
師
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
た
地
域
の
方
や
大
森
海
苔
の
ふ
る
さ

と
館
ス
タ
ッ
フ
の
説
明
に
、
真
剣
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
年
々
、
経
験
者

が
減
っ
て
い
く
中
、
こ
の
伝
統
あ
る
大

森
の
海
苔
づ
く

り
の
歴
史
を
次

世
代
に
語
り
継

い
で
い
た
だ
き

た
い
、
残
し
て

い
た
だ
き
た
い

と
切
に
願
う
ば

か
り
で
す
。

募集！



(３) 令和 5年 4月発行 令和 5年 4月発行 第 129 号（２）第 129 号

は
説
明
会
や
個
別
面
談
や
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
予
約

が
必
須
で
す
。
こ
こ
数
年
は
人
数
制
限

が
あ
っ
た
り
簡
単
に
は
予
約
が
取
れ
な

い
こ
と
も
。
そ
し
て
覚
悟
が
必
要
に
な

る
の
が
塾
代
で
す
。
大
学
の
受
験
方
法

に
は
い
く
つ
か
種
類
が
あ
り
、
う
ち
は

小
論
文
の
書
き
方
や
面
接
の
練
習
等
を

学
校
の
先
生
方
に
手
厚
く
見
て
頂
い
た

の
で
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。
高
校
受

験
で
は
塾
で
の
長
い
時
間
の
受
講
が
欠

か
せ
ず
、
特
に
夏
季
講
習
で
は
目
が
飛

び
出
す
よ
う
な
塾
代
で
し
た
。
た
だ
、

子
供
は
弱
音
も
吐
か
ず
日
々
勉
強
に
励

ん
で
い
ま
し
た
。
親
と
し
て
気
ば
か
り

焦
り
あ
た
ふ
た
し
て
い
ま
し
た
が
、
頑

張
っ
て
い
た
の
は
子
供
た
ち
本
人
。
結

局
の
と
こ
ろ
親
が
し
て
あ
げ
ら
れ
る
こ

と
な
ん
て
、
い
つ
も
の
様
に
見
守
り
、

食
事
や
生
活
の
環
境
を
整
え
る
、
そ
ん

な
当
た
り
前
の
こ
と
だ
け
で
し
た
。

　
こ
の
ダ
ブ
ル
受
験
で
は
子
供
の
成
長

ぶ
り
を
は
っ
き
り
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
あ
れ
も
こ
れ
も
し
な
け
れ
ば
、

と
勝
手
に

気
を
揉
ん

で
い
ま
し

た
が
思
っ

て
い
る
以

上
に
子
供

達
は
自
分

で
考
え
、

学
校
調
べ

等
も
し
て

い
ま
し
た
。

大
森
の
海
苔
が
終
わ
っ
て
六
十
年

 

大
森
東
四
丁
目
自
治
会
　
須
山
　
芳
明

ま
し
た
。
最
初

の
海
苔
は
つ
や

つ
や
し
て
お
り
、

終
わ
り
の
頃
の

翌
春
三
月
に
は

ボ
サ
ボ
サ
と
い

う
状
況
の
海
苔

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
種
付
け

で
疑
問
が
あ
り

ま
す
。
よ
く
自
治
会
の
先
輩
か
ら
種
付

け
は
「
久
保
田
」
と
い
う
海
岸
に
行
っ

た
と
聞
き
ま
し
た
。
今
の
千
葉
の
地
図

を
探
し
て
も
「
久
保
田
」
と
い
う
海
岸

は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
日
千
葉
県
庁
に
電

話
で
聞
き
ま
し
た
ら
、
袖
ケ
浦
市
の
JR

内
房
線
「
長
浦
駅
」
の
近
く
に
そ
う
い

う
名
前
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
地

図
を
見
る
と
「
久
保
田
笠
上
交
差
点
」

と
い
う
地
名
が
あ
り
、
こ
の
場
所
の
海

岸
は
埋
め
立
て
地
が
続
く
場
所
で
す
。

そ
の
北
は
市
原
市
の
姉
ヶ
崎
で
、
こ
の
名

前
も
先
輩
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
両
地

点
は
大
森
か
ら
見
て
東
京
湾
の
対
岸
に
当

た
り
ま
す
。
川
崎
か
ら
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
が

建
設
さ
れ
た
の
が
木
更
津
市
で
、
そ
の
北

に
隣
接
す
る
の
が
袖
ケ
浦
市
で
す
。
海
路

約
二
十
五
キ
ロ
ほ
ど
で
す
。
我
が
家
に
は

方
向
を
指
示
す
る
木
箱
入
り
コ
ン
パ
ス
や

ブ
リ
キ
製
の
赤
と
緑
の
灯
火
器
や
組
み
立

て
ス
ト
ー
ブ
が
あ
り
ま
し
た
。
気
象
情
報

も
今
と
は
違
い
ま
す
。
ポ
ン
ポ
ン
船
で
行

き
ま
す
の
で
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

是
非
当
地
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
う
こ
の

頃
で
す
。

ハネダ株式会社

　ハネダのファンは、経験豊富な職人たちが一つ一つ丁
寧に手作業で加工しています。「現場にもよりますが３
～４年で自分の仕事になってくる」と宮川社長。理系文
系、男女問わず新卒採用し、働きやすい環境を整えて
います。
　また、若い世代を育てる取り組みにも力を入れていま
す。令和３年３月、大森第四小学校６年生の授業「下
町工場の魅力を広めよう」に社長が登壇。子どもたち
は工場見学等を経て「会社パンフレット」を作成しまし
た。そのパンフレットは社長が今も大切に保管されてお
り、編集委員に見せてくれました。社長が子どもたちに、
「若い人たちに入社してもらうためにはどうしたらいいか
な」と相談したところ、すごく考えて後日まとめてきてく
れたという答えがこちら。「あったかい会社だった。そ
れをアピールしたら若い人も入ってくるのではないか。」

　工場内で職人達本人が別段何気なく行っている作業
が、実は他にできないすごい技術だったりするんです。
どの工場にも他にはできないここだけの技術（ないと
困る技術）がある、とお話ししてくださいました。

従業員数：1６人
創 業 年：2009 年
　

大田区大森南４－10－19
TEL　03-6715-1022
FAX  03-3743-0457

大
森
東
地
区
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を

実
施
し
ま
し
た
！

〜 

人
生
100
年
を
見
据
え
た
健
康
寿
命
延
伸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

〜

（
10
　30
〜
11
　30
）

／

／

 

 
 

 
 

164

150

102
79

4

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180運動不足を解消したい
と思ったから

大森東の地域を見て
回りたいと考えたから

家族・友人から
勧められたから
景品に興味が
あったから
その他

参加したきっかけ（複数回答）
　
十
か
所
の
ス
ポ
ッ
ト
に
あ
る
パ
ネ
ル
か
ら

ひ
ら
が
な
一
文
字
を
集
め
て
い
た
だ
き
、「
糖

尿
病
を
予
防
す
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
」
の

キ
ー
ワ
ー
ド
を
穴
埋
め
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
答
え
は
『
よ
く
あ
る
き　
し
ょ
く
じ
は

よ
く
か
み　
や
さ
い
か
ら
』
で
し
た
。

　
参
加
賞
交
換
初
日
、
完
歩
一
番
乗
り
は

酒
井
さ
ん
ご
夫
妻
で
、「
始
ま
る
前
か
ら
わ

く
わ
く
し
て
い
ま
し
た
。
毎
日
二
人
で
歩

い
て
い
ま
す
。」

と
写
真
の
と
お

り
、
撮
影
に
も
快

く
応
じ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
二
百

五
十
九
名
の
方
が

参
加
賞
を
受
け
取

ら
れ
、「
楽
し
か
っ

た
」「
い
い
運
動

に
な
っ
た
」
と
達

成
感
で
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
十
二
月
七
日
、「
い
つ
つ
の
わ
！
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
魅
力
再
発
見
マ
ッ
プ
」
に

あ
る
三
つ
の
コ
ー
ス
（
花
と
緑
の
公
園
を
め

ぐ
る
コ
ー
ス
、
潮
風
・
海
鳥
・
花
と
出
会
う

コ
ー
ス
、
川
端
コ
ー

ス
）
と
「
の
ぞ
み
園

〜
潮
見
橋
ま
で
の
短

距
離
コ
ー
ス
」か
ら
、

の
ぞ
み
園
の
利
用
者

さ
ん
が
体
力
や
関
心

に
合
わ
せ
て
選
び
、

歩
い
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

参加した
利用者の声

●
の
ぞ
み
園
の
皆
さ
ま
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
！

今まで
歩いたことのない
  ところを歩いて、
海苔船をとめた
川などを知った。

大変だった。
疲れたけど
楽しかった。

ダイエットのために
またやりたい

完歩された皆さん ※敬称略

酒井　春美
酒井　政美
須山　惣一
スズキ マツヨ
田中　和子
嶋田　紀恵
野村　勝惠
木村　安加里
河合　譲
綱島　勲

稲垣　美恵子

石井　マサ子
髙村　勝夫
茨田　洋子
佐保　理未
中尾　初枝
小磯　千栄子
石渡　妙子
須山　知子

小泉　永子
鳴嶋　秀男
鈴木　茂允
長谷川　幸子
中田　博
石田　集
比戸　二郎
永田　晟子
伊藤　アヤ子
伊藤　巌

辻村　猛
矢吹　淑子
奥島　悦子
福本　享子
亀岡　房子
小林　央人
村瀬　桂子
安田　康子
横山　麻知子
木野　篤子

小野井　茂夫
平林　恵子
平林　茂
向田　利枝子
髙久　浩三郎
笹川　哲哉
笹川　裕子
田中　すみゑ
岩本　睦子
永瀬　豊

蛭田　美伊代
かとう かんな
伊東　陽幸
竹之内　健男
大場　胡桃
大場　行子
五十嵐　定夫
永井　れい子
田邉　みつ江

※氏名の掲載に同意いただいた方のみ

石川　禮子

アンケート結果

～令和元年度  優工場認定～
事業内容

　レンジフードやコインランドリーで使用されている、筒
状についた羽根を回転させて空気を送り出す送風機「シ
ロッコファン」、「ターボファン」を製造。微細なチリ・ホ
コリをも取り除く工業用クリーンルームにも、ハネダの
ファンが使用されています。コロナ禍の医療現場におい
ては需要増大で、月に４,00０台の製造を求められたとか！
　ハネダ株式会社は、前身の会社で昭和３０年代当初は
大崎でラジオの基盤を製造していました。「アメリカから
輸入したファンを日本で作れないか」という依頼に、見よ
う見まねで作ってしまったというから驚きです。当時は珍
しかった国内産シロッコファンを展示会に出展したところ

良い製品を作るための取り組み

ものづくりへの想い、面白さについて

志
望
校
を
決
め
る
際
に
も
明
確
な
意
思

が
あ
り
、
い
つ
の
間
に
か
た
く
ま
し
く

な
っ
て
い
た
こ
と
が
嬉
し
く
も
あ
り
少

し
寂
し
く
も
あ
り
ま
す
。
ま
だ
受
験
の

真
っ
最
中
で
す
が
、
結
果
が
ど
う
で
あ

れ
子
供
達
に
は
き
っ
と
楽
し
く
充
実
し

た
学
校
生
活
が
待
っ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
年
）
三

月
で
大
森
の
海
苔
事
業
は
終
了
し
ま
し

た
。
今
年
で
六
十
年
経
ち
ま
す
。
大
森

漁
業
協
同
組
合
の
最
後
の
総
会
が
中
富

小
学
校
で
開
催
さ
れ
、
海
苔
を
や
ら
れ

た
人
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
生
活
の
糧
を

探
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
海
苔
を
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
は
、
ひ
と
え
に
海
苔
を
栽
培
す
る

海
水
が
悪
化
し
た
た
め
で
す
。
終
戦
後

高
度
成
長
が
始
ま
る
と
と
も
に
水
質
は

次
第
に
悪
化
し
ま
し
た
。
工
場
の
劣
悪

な
排
水
や
汚
泥
の
流
出
、
埋
め
立
て
の

土
砂
の
流
出
、
重
油
の
流
出
な
ど
で
す
。

多
摩
川
の
水
質
の
悪
化
も
あ
り
、
東
横

線
多
摩
川
駅
付
近
の
東
京
都
の
取
水
堰

で
、
石
け
ん
の
泡
が
出
て
い
る
写
真
を

見
た
時
に
は
、
こ
の
水
を
飲
ん
で
い
た

ん
だ
と
ぞ
っ
と
し
ま
し
た
。

　
海
苔
の
栽
培
に
は
種
付
け
と
い
う
作

業
が
あ
り
、
千
葉
に
海
苔
網
を
持
参
し
、

九
月
頃
か
ら
十
一
月
初
旬
ま
で
網
を
張

り
、
そ
の
後
持
ち
帰
り
、
大
森
の
海
に

張
り
十
二
月
頃
に
は
一
番
海
苔
が
採
れ

完
歩
第
１
号
！

酒
井
さ
ん
ご
夫
妻
で
す
。

野
村
編
集
委
員
は

お
孫
さ
ん
と
歩
き
ま
し
た
！

アクアライン

東京湾大森

久保田笠上
交差点

大手メーカーに採用され、「ハネ専業」でいくことを決意。
昭和５８年には、会社を大森南に移しました。

地域に知っていただきたいので工場見学など大歓迎です。

今年も開催を予定しております。ぜひご参加ください！！

代表取締役　宮川　茂樹


